
兵庫県の淡水魚類

兵庫県の淡水魚類は、河川の中流及び下流にすむも
のは多くは温帯系に麗し、その河川の中、北流して日
本海に注ぐものと、南流して瀬戸内海に注ぐものと
は、所産魚類の種類は大謹はないが、南流する方は地
域も広く、河川も多数あり、また近畿地区に接L てい
るので、魚類の種類数は幾分か多く、例えば鯉科に就
て言えば、カヲパタモロコ、ニゴイ、イトモロゴ、パ
ラタナゴの在日き、近畿地区にすむものが見つかってい
るが、::It流する河川にはこれらの採集記録がない。と
れが河川の上流にすむものになると寒帯系の魚類が多
く、南北により大分異なるものがある。例えば八ツ目
鰻科に於ては、スナヤヅメは南北共に棲息するも、カ
ワヤツメになると坑流する河川に遡るも、南流する河
川には知られていない。
鮭科に於ては、鮭、鱒は: : Iti流する河川には遡るも、

南流する河川にはその記録がない。また陸封種に就て
も、ヤマベ、エゾイワナは但馬の円山J 11、矢田JII、岸
回JIIの上流にのみ知られ、之に対してアマゴは南流す
る大河の上流にのみ棲息し、イワナは現在は南流する
千種川の上流だけより採集されていない。またイトワ
オ科のイトクオは円山JI l 、由良川に遡るも、南流する
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河川には知られていない。ミナミトミヨは南流する加
古川の上流氷上郡成松で採集され、田中茂穂博士によ
り新種として発表された貴重な資料であるが、近時棲
息せし港JIIを改修せし為め、絶滅の状態となってい
るパt方系のトミヨが南流する河)11に援息するは、該
地方の地質的変遷によるものではないかと恩われる。
要するに兵庫県の淡水魚類相は、近畿地区に麗する
と思われるが、近畿地区に産する健科のワタカ、ハ
ス、ぞゼラ、ツチフキ、スゴモロコ、デメモロコ、ピ
ワタナゴ、イチモシジタナゴ。鎗科のアユモドキ等が
見つかって居らず、魚類相は貧弱と云える。またオヤ
ニラミが多産することから、中園地区と類縁関係の深
いことを示している。
次に兵庫県の淡水魚類111ロより少し遡る汽水魚も含
め74種の目録を編して参考に供する。
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兵庫県淡水魚類目録
略号 N . 北流する河川! に棲むもの S . 南流する

河川に慶むもの B . 汽水魚 1 . 外国よりの移殖魚
Fam. PetroD lyzoni.dae ヤツメウナギ私

1. Entosphenus japonicus ( M A R T E N S )  
カワヤツメ N. 

方言ナナメ〈低馬)
2. Entosphenus reissneri ( D Y B O W S KI) 

スナヤツメ N. S. 
方言ヤツメワナギ〈加古川、赤穂〉ミ

ツクチ( 氷上〉ナナメ〈但馬) 採集
されるのは幼生 Ammocoetes が多
し、。
Fam. Clupeidae = シシ税

3. Konosirus punctatus (T. et S.) 
ゴノνロ B. N. S. 
Fam. Salmoni.dae サケ税

4. Oncorhynchus maSOli masou 
( B R E V O O R T )  マス

5. Oncorhynchus masou ishikawai 
(JO R D A N  et M C G R E G O R ) ヤマ
ベ、ヤマメ N. 

方言ヒラベ( 但馬〉
6. Oncorhynchus macrostomus 

( G U N T H E R )  アマコ
方言アメノクオ〈武庫川上流〉

ヒラベ〈氷上、宍粟J

蘇岬+エ?=河川田

N. 

S. 



明吋摂理想F 常手摂聖跡 q 明開

武庫川上流多紀郡後川地方産のものは図の如く全長 南側では有馬都千苅水源池で養殖
Fam. Cyprinidae コイ毒事

14. Cyprinus carpio L. ゴイ N. S. 
15. Carassius auratus (L.) フナ N. S. 
16. Hemibarbus longiro告tris 但 E G AN )

ズナガニゴイ・ワキガモ N. S. 
方言スナホリ( 低馬〉ヲキガマ〈氷上〉キス
〈篠山〉

17. Hemibarbus barbus (T. et s . ) ニゴイ S. 
方言 ミゴイ・クキガマC 7 . 1 < . 上〉ダシキリポ( 有

馬〉セーダツポ( 加古川〉
18. Pseudogobio esocinus (T. et S.) 

カマブカ N. S. 
方言 スナモグリ・ダシキリボ( 加古川〉カマス
カ・スナホリ〈氷上〉スナクジ( 有馬〉スナクイ・
ネガマ〈多紀〉スナホリ・カモツカ〈但馬〉

19. Gnathopugon elongatus (T. et S.) 

2∞粍までのものは小判状斑と; 朱点明擦に存するが、 |  タモロコ N. S. 
それより成長すると不鮮明となり、録制僻遠し| 窟スジモロゴ畑出11 ) ヤナギハエ、ヤナギ
たものは、これらは消失し、背部に小黒点散在し、ピ| パパ、ヤナギノオパハγ、 ヤナギジヤゴ、 ヵγス
ワマスと形態上同様となる。故に創11産のものから云| ケ、タチオカシポ( 赫〉モロコ〈氷上心〉モヅ、ク

ソモツ、ノパ4パジヤゴ、ヤマモツ、ゴトシポ〈但馬〉
tは土ア 7 ゴの Synonym と考える。椎は雌に比し倭小で| 本種の盃種になる G臼na耐a抗t出h o叩po噌go咽n el∞g酔atωu邸S caen問z
ある弘。千種留酬}川川lけi及ぴ揖倒馴i円1悶上既訴耀唾のものも同様である。 Ilescens (Sauvage) ホシモロゴは、千苅水腕で養殖
次に加古川上流佐治川のアマゴは後川産のアマゴが| されている。

朱点多数あり、中には側観より下方にもあるが、佐治| 却. Gnathopogon gracilis (T. et s.) 
川産は山陰産( 江ノ川、天朝J lI上所産〉のアマゴと同 イトモロコ S. 
様、朱点僅少で多くは側線上の小判状斑の各々に 1 ケ | 方言前記と混同している
ずつ位あるに過ぎない。要するに佐治川産のアマゴ I21. Pseudorasbora parva (T. et S.) モツゴ N.S.
は、山陰産のアマゴに類似している。 I 方言 クチボソ、ヤナギモロコ〈加古川〉モロコ、
7. O ncorhynchus keta ( W  A L B A U M )  サケ N. I  ィνモロコ、ミゾゴイ( 氷上、多紀J クチポソ、モ
8. Salverinus leucomaenis (P A L L A S )  ヅ( 但馬〉

エソ. イワナ N ・I22. Satcocheilichthys variegatus (T. et S.) 
方言タシプリ〈但馬) ヒガイ N. S. 

9. Salverinus pluvius ( H I L G E N D O R F ) イワナ s. 1  方言 合ヤナギハイ、アプラハイ〈氷上〉アカメ
方言タy プリ( 宍粟) モロコ( 篠山〉チシメ( 有馬〉アカメ〈出石〉

10. Salverinus fontinalis (MITCHIL) お. Pungtungia hilgendorfi J O R D A N  et 
カワマス 1. I  F O W L E R  ムギツク N. S. 

城崎郡清滝村で養殖、神戸水道の千刈水源池LJ:ぴ | 方言 クチボソ、ナベゴスリ〈赤穂〉クチボコ、
篠山)11に放流 |  クチボソ、イνコツチ( 氷上〉イνグチ、イジゴヅ
11. Salmo irideus (GIBBONS) ニジ7 ス 1. 1  チ〈多紀〉イνグチ、クチボソ〈有馬〉クテポソ、

有馬温泉及び前J己の清滝村で養殖 i  コメツキ、 ムギツキ、 ムギゴヅツキ、 スイ γゴジ
Fam. PI四 oglossidae アユ税 |  ボ、モツ、キ γタポクズ、グズロペエ、タモツ、タ

12. Plecoglossus altivelis T. et S. アユ N. S. 1  ニジヤコ、スナホリ、 トシキポ、ダジギソ、ダンギ
Fam. Osrneridae ワカサギ'1'-* ス( 但馬〉

13. Hypomesus olidus くP A L L A S )
ワカサギ

24. Tribolodon hakonensis ( G U N T H E R )  
N. S. I  クグイ N. S. 
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イダ( 赤穂、氷上、加古川〕ユダ( 多紀〉ホシパ Fam. Cobitidae ドジョウ税
ヤ、ハヤ( 加古川〉イス、サクライス〈但馬) サク I35. Cobitis biwae (JO R D A N  et S N Y D E R )  
ラ( 氷上) νマドジョワ N. S. 

25. Moroco oxycephalus ( B L E E K E R )  方言乙/ マジヨジヨ( 赤穂、加古川〉ササドジヨ
アプラハヤ N. S. I  ク( 氷上、多紀〕カワラドジョワ、カワドジョウ、

方言 モロコ、アプラケ〈加古川〉ヤマモト、ヤ| スナドジョウ( 有馬〉ドジョワ、カワドジョウ、タ
マゴ、ゴトシボ、ヌメリ( 氷上〉ヤマモト、カシス| ケドジヨク、ササドジョワ( 侶馬〉
ク( 多紀〉ヤ 7 ガワ、ヤマガホ( 但j馬) I  36. Misgurnus anguillicaudatus ( C A N T O R )  

26. Zacco platypus (T. et S.) 
ハエ、オイカワ N. S. 

方言ハイ、ハイジヤコ、アガパ工、 V ロパエ
( 赤穂〉ヤマベ、 νラハエ〈加古川〉古アチジ、♀
νラハイ( 氷上、多紀〉ハス、ハイポ( 有馬〉古ア
サジ、アサジジ、♀ハイ、ハヤ、乙/ ロハイ、主/ ラハー
エ、 V ラハヤ、 V ラハイ〈但馬)

27. Zacco t芭mmincki (T. et S.) カワムヅ N. S. I  
方言 キシモヅ、キモツ、アカキシモツ、ヤナギ
パエ〈赤穂〕ムヅ、アカムツ〈加古川〉モト、アカ
モト( 氷上、多紀、有馬〉モツ、アカモツ、アカギ
モツ( 但馬) 古アカモツ、♀タノレモツ( 円山) 1 1 上流
竹田川地方〉

部 Ctenopharyngodon idel1a くV A L E N C I E N N E S
クサクイクオ、ソクギヨ 1. 

支那から我が国に移績されたものであるが、時々
加古川の中流で捕えられる。
29. Hemigrammocypris rasborel1a  F O W L E R  S. 

カワパタモロコ
方言 キシジヤコ〈加古川〉ギ y 夕、タナゴ〈多紀〉

30. Acheilognathus lanceolata くT. et S.) 
ヤリタナゴ N  S. 

方言カメ y コ、ガメシジヨ、カメン、ササプ
ナ、ニガブナ、ムV プナ、ギシブナ( 赤穂〉タナゴ
ジラ夕、ボテ( 加古]11 ) タナプ( 氷上、多紀) タイ
ジヤコ、カナプナ( 有馬〉タナゴ、ベ夕、アカベ夕、
キシベ夕、ベタキシ、タナy ギヨ、テシピ、テシピ
ラ、セ y ピラ( 但馬〉
上記の方言は他のタナゴ類にも私し、方言で種類を

区別することは出来ない。氷上地方では繁殖期に維の
婚栂色を呈しているのをすクラタナゴ、その他の場合

ドジョワ N. S. 
方言ジヨジヨ、オドリコ〈赤穂、加古川〉ドロ
シボ( 氷上〉多紀、氷上、但馬では普通ドジヨクと
呼んでいる。
37. Lefua echigonia (JO R D A N  et S N Y D E R )  

ホトケドジョゥ N. S. 
方言ホトケ、ホツ Fケ( 加古川〉アタマイ夕、
カミサシドジョウ、ホ Fケジヤコ OJく上〉

Fam. Siluridae ナマズ税
38. Parasilurus asotus (L.) ナマズ N. S. 

方言チジゴロ、デラ〈加古川〉
Fam. Bagridae ギギ私

39. P e1teobagrus nudiceps ( S A U V A G E )  
ノ、グギギ N. S. 

ギy コ、ギンジヤ、マシトト( 赤穂〉ギンギ、ギ
シ夕、ギγス〈加古川〉ギン夕、ギギ( 氷上、多紀、
有馬〉ギギ、ギシ夕、ギギタ〈但馬〉
40. Liobagrus reini HlIρE N D O R F アカヂ N. S. 

方言アカギギ、アカナマズ〈赤穂〉アカノ、アカ
ナマズ〈加古川) アカV チ、アカヒツ、アカシピ、
アカペチヤ、アカラ〈氷上〉ヒツ〈多紀〉アカギン、
ヒツジ( 有馬〉テツコシ、アカラ、アカエ、アカラ
コ、ニヅコ y ジヨ、アカナマズ、ミツコンジヨ、ニ
コシジヨク、ニゴシ、アカニコン、アカヰ、コ、ミゴ
シチヨ、ニコン夕、ニコy チ、ニコチン、ミコン夕、
ミコチシ、 ミコシジヤ、メコシ夕、ムクス、チチシ
チヨロ、ムチシチヨロ、ミコy チヤ( 但馬J

Fam. Anguillidae ウナギ税
41. Anguilla japonica (T. et S.) ワナギ N. S. 

方言オナギ( 赤穂、加古川〉
F 氾 n. B elonidae タツ税

をクソタナゴ、パパタナゴ、カメタナゴとも君主する。 I位 . Ablennes anastomella (C. et V.) 
31. Acheilognathus limbata (T. et S.) ダツ B. N. S. 

アプラボテ N. S. I  方言ナシグリ( 城崎〉ダス( 赤穂〉
32. Paracheilognathus rhombea (T. et S.) 

カネヒラ N. S. 
33. Paracheilognathus tabira (JO R D A N  et 

T H O M P S O N )  タビラ N. S. 
34. Rhodeus 副党llatus ( K N E R ) パラタナゴ S. 

Fam. Hemirhamphidae サヨリ私
43. Hemirhamphus kurumeus J O R D A N  et 

S T A R K S  クノレメサヨリ B. N. S. 
方言ナヨ〈但馬〉
Fam. Gasterosteidae イトウオ私

- 205 -



44. Gasterosteus aculeatus L. イトワオ
方言テシト、テシヨ、テシギヨ〈但馬〉

45. Pygosteus sinensis kaibarae T A N A K A  

N. 田 T herapon oxyrhynchus (T. et S.) 
νマイナギ B. N. S. 
Fam. Sillaginidae キス私

ミナミトミヨ S. 54. SiUago sihama ( F O R S K A L ) キス B. N. S. 
方言カツオ、ナパジヤゴ( 成松〉日本に方ける i 方言 キスゴ( 加古川〉
トミヨ分布の西南限であるが絶滅とは遺憾である。 Fam. Carangidae アジ私

Fam. Cyprinodon副 ae メタカ私 55. Trachurus japonicus ( T・ et S.) マアジB . N .  
必 Orizias la均 es (T. et S.) 方言アジ( 城崎〉

メダカ、メタカ N. S. I  F掴 . Leiognathidae ヒイラギ穏
方言コメシトト、コメシ、ギシメ( 赤穂、加古 i弱 Leiogna伽 s nuchalis くT. et S.) 
)11 ) ゴメシ、コメシコ〈多紀〉ドロメン、コメシ、 |  ヒイラギ B. N. S. 
コメンジヤコ( 有馬〉コメシ、コビシ、メメシ、ピ
ピン、ミミシ、ミメシ等の語尾にジヤゴ叉はジヤコ
がつく〈氷上〉ゴメシジヤコ、チヤシゴ、メメ y チ
ャンゴ、コメジヤジゴ、コ y マメ y 、チョマメシ、
チョマシゴ、コビγチャコ、ゴメシジヤ、コマリン、
コマシジヤコ( 但馬〉

Fam. Mugilidae ポラ私
47. Mugil cephalus L. ポラ B. N. S. 

方言小形のものをザナと南北共に呼んでいる。
48. Liza haematocheila (T. et S.) 

スクチ、メナダ B. N. S. 
方言 νユクテ( 但馬)
Fam. Ophicephalidae カムルチー斜

方言 νイノハ( 域崎〉
Fam. Sparidae タイ税

57. Mylio macrocephalus ( B A S I L E W S K Y )  
クロダイー B. N. S. 

方言チヌ( 加古川) チシダイ〈城崎〉
F a m .  Eleotridae ドシコ私

58. Mogurnda obs∞ra (T. et S.) ドシコ N. S. 
方言 ドヅチシコ、デツチシ、ドモコ、クνヌス
ツト( 赤穂〉ドシコク〈加古川) ヌスシコ、ドスシ
コ、ヌスシパチ、ドスシパチ、パチ、パチンコ、ガ
ジヅ、ドカシ、ケシケツ、パパタC 7 . K 上〉ヌスシ
( 多紀〉ガンパ( 有馬〉グズ( 但馬〉

Fam. Gohiidae ハゼ私
49. Channa argus ( C A N T O R )  カムノレチー 1. I  59. Rhinogobius giurinus ( R U T T E R )  

方言 チョウセシドジョヲ、カモチ〈加古川〉加| ゴクラクハゼ N. S. 
古m水系で時々漁獲される。 i  方言グズ〈但馬〉

50. Channa maculata ( L A C E P E D E ) ライヒ- 1. 
方言 タイワシドジヨク〈摂丹地方〉本県に於て
は本種の方が各地に移殖され、西宮夷神社境内の池
にては繁殖し、大なるは7.80纏に達するものがあ
る。カムノレチーとの相違はカムノレチーは脊鰭々条数
48一回、瞥騒々条数31-33、側線上の鱗数: 61---D3に
対し、ライヒーは脊鰭々条数 43-44、磐鰭々条委書
26-30、側線上の鱗数56-58で凡てそれらの数は少
ない。

Fam. Serranidae スズキお
51. Lateolabrax japonicus (C. et V.) 

スズキ B. N. S. 
方言ハネセイゴ〈赤穂〉ススキ〈低罵〉

52. Coreoperca kawamebari (T. et S.) 
オヤニラミ N. S. 

方言 ヨツ人カワメパノレ、オイジヤハン( 赤穂〉
(7. K 上〉メコ

テン( 多紀〉ヨツメ〈有馬) ヨツメ、オゴゼ、 νヤ
ン、オサy コ、オサコヨツメ( 但馬〉

Fam. Theraponidae シマイサギ私

60. Rhinogobius similis (GILL) ヨi/ ノポリ N.S.
方言 テツチシ、テアチ y コ、トツチγ C赤穂〉
ダボ、ゴリ、イツサシダイ( 加古川〉チチンコ、テ
ツチシコ、イツサシコ、ケシケツ、テチコ、ゴリ、
ゴリン、チシドカシ、ラリコ( 氷上〉ゴリン〈多紀〉
オカツ、ヨνパリ、サシダイボ( 有馬〉グズ、ノヲ
カシ、ノロカン、グズヅパ、チチンコ、チチγ、チ
チシカプ、チチコ、パパ夕、グズパパ、チナクボ、
チツチャン( 但馬〉

61. Chaenogobius castanea ( O S H A U G H N E S S Y )  
ピリシゴ N. S. 

方言ダボ、ダボハゼ( 加古川)
62. Chaenogobius urotaea ( H I L G E N D O R F )  

ウキゴヲ N. S. 
方言テツチシ、カツチシ( 赤穂〉ハゼヅパ( 加

古)1 1 ) グズ( 但馬〉方言はヨジノボリなどと混同し
ていることが多い。

63. Acanthogobius fluvimanus くT. et S.) 
マハゼ N. S. 

方言ノ、ゼ〈赤穂〉グズ、ハゼ、ハゼグズ〈但l馬〉
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64. Glossogobius giuris brunneus (T. et s.) 
ヲロハゼ N. S. 

65. Lelにopsarion petersi H I L G E N D O R F  
ヰ/ ロクオ、ギヤフ N .  

方言 νラス( 城崎〉
66. Tridentiger obscurus (T. et S.) チチプ N.S.

方言 ドチコ、ゴエダ、アメシト、モコ( 赤穂)
ハピ〈加古川〉ソクカシ、ソロカシ、グズ、クログ
ズ、アイグズ、パパグズ、ヘソグロ、ドウクピ、チ
チシゴプ、グズロベ、へログス、ヒヨゴグズ〈但馬〉

67. tridentiger trigonocephalus ( G乱。
ジマハゼ N. 

68. Sicyopterus japonicus くTanaka)

2. Paralichthys oliva<団 us (T. et S.) 
ヒラメ B. N ‘ 

方言 カレイ〈域崎〉南流する河川! の川口にはカ
レイが遡るとのことなるも、実物を見ないのて種名
判定は出来ない。

Fam. Tetraodontidae フゲ穏
73. Fugu niphobles ) O R D A N  et S N Y D E R  

クサブグ B. N. S. 
方言 フグ、スナブグ( 赤穂〉フグ〈城崎〉

74. Fugu rubripes (T. et s . ) トラフグ B. N. S. 
方言 オオフグ、モγツキ〈芳議室コフグ〈域崎〉

参考文猷
宮地伝三郎昭12年京都府下の淡水魚、京都府史蹟

ポウズハゼ s. I  名勝天然記念物調査報告第16冊 1 - 4 顕図版5枚
Fam. Platycephalidae コチ穏 l片山正夫昭和16年円山}IIの魚類兵庫県中等教育

的 Plat向 h山 s i n d i c u sω コチ B. N. S. 博物持翻7号お日時臨時
F am. co凶 dae 'j:J y 捌 | 山本義丸昭和24年氷上郡の淡71 < 魚類氷上の白

70. Cottus pollux ( G U N T H E R )  カジカ N. S. I  然第 1集32-50頁
方言アイアケ、アプラドモ、ヌノレヌルカツチシ、| 原 弘平昭和24年赤穂郡産淡水魚類誌 1 - 7頁
カジゴ( 赤穂〉オコゼ、マゴリ( 加古川〉アプラガ i樋口繁一昭和27年多紀郡の; 魚類篠山農業高等
y ツ、ヌノレガシツ、ヌノレガシ、アプラドカシ、アプ i 学校生物倶楽部会議第1号 24-33頁挿絵34
ラケシケヅ、アプラスツケシ、、アマガγ、アメガ | 樋口繁一昭和28年摂丹地方の淡水魚類摂丹地
シ、ホイホイ、ホワロク、ホイロ夕、ヨダク上ヒ i 区高校研究紀要1 1 - 2 6頁挿絵36
ヨイ夕、ヒヨットコ、カワラパパ夕、アプラパパ夕、 i森 為三昭和28年円山川上紡t K ノ山山麓採集魚
オカネ( 氷上〉カジカ( 針D ゴロウノ寸( 有馬) 類に就て 兵庫生物第2巻第時四-127頁
グズ、アイカケグズ、パパ夕、パパカワ( 但馬〉但 1 森 為コ 昭和28年兵庫県美方郡八回Jl 1上流のイ
馬ではハぞと名称混同せるところがある。 'J jーにえて 同号四 ~ 四頁
71. Cottus kazika J O R D A N  et S T A R K S 森 為三昭和却年千劃11上流のイワナに就て

カマキリ N .  i  同第 2巻第 3 - 4号 2 2 1 -沼2頁
方言但馬ではカジカと同様の方言を用いてい ! 山本鵠昭和昨加古川7械の淡水魚類に関す
る。 j  る研究著者自刊 1 - 4 7頁

Fam. Bothidae ヒラメ税

317ページより | 量の ninhydrinを加えて熱すると、赤色・紫青色或は
Hadorn and Mitchell (1951): Properties of I黄色を呈する極めて鋭敏な墨色反応であるが、この反
Mutants of Drosophila melanogaster and I 応はアミノ酸でなくとも酸化されやすいアミノ基・イ
C hanges during D evelopment as Rev<白ゐd by I  ミノ基を有する物質でもおこりうる。
Paper C hromatography. Proc. N.A.S. VoJ. 37 I  註 2 兵庫生物 V ol. 3  No. 3  P  144 参照
藤井・J i I 辺・奥筒・木本・金久・前回(19田) : 翼々蝿| 註 3. 4. 
の棒眼の発生遺伝学的研究 E、婿期におけるニジヒ| 瀦紙の一立誌につけた試料を溶媒で一方向に展開させ
ドリシ反応陽性物質初登光開。 遺伝学雑誌 iる〈一次元副だけでは Rf 信が似ていて分離しにく
V ol. 28 No. 4 い物質でも、異った溶媒で展開すると分離するので、

前回( 1956) : 狸々蝿に見られる蛍光物質について、 | 正方形の穏紙の一隅の原点に試糾をつけ最初第一の溶
兵庫生物 V ol. 3  No. 3  I  ! 深で一次元展開し、関乾後 ninhydrinを吹きつけるこ

i となく、第二の溶接で始めの展開方向と直角の方向
註 1 ninhydrin 反応 | に展開させ乾燥後発色させる、これが二次元法であ
アミノ酸・ポリペプチツド或は蛋白質の水溶液に小 l る。
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